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開講期間 ： 2011年5月20日～6月24日 （6月3日を除く毎週金曜日、全5回）
時　　　間 ： 18時30分～20時00分　（90分）

受講対象 ： 医療・相談・教育・福祉・保育の各機関や現場で子どもに関わる専門家

（医師、心理職、教師、保育士、保健師、SW、ほか）
定　　　員 ： 60名　（定員になり次第締切りますので、ホームページ等でご確認ください）

受 講 料 ： 10,000円（税込）
主　　　催 ： 財団法人　明治安田こころの健康財団　　　TEL : 03-3986-7021
会　　　場 ： いわて県民情報交流センター　アイーナ　501号会議室
盛岡市盛岡駅西通一丁目７番1号 　TEL : 019-606-1717
交通手段：ＪＲ盛岡駅より徒歩４分



【プログラム】　　　　　　　　　　　　　　　
	日　程
（金曜日）
	テーマ
	講　師 （敬称略、所属は４月1日付）

	5月20日
	乳幼児期～児童期の精神医学的問題について
	宮城県子ども総合センター　

所長　本間　博彰

	5月27日
	子どもの精神発達　 －個と社会性をめぐって－
	学習院大学文学部心理学科
教授　滝川　一廣

	6月10日
	思春期の社会不適応と反社会的問題行動
－発達の観点から－
	盛岡少年刑務所

医務課長　八木　淳子

	6月17日
	児童期～思春期の心身症
	青森県立中央病院メンタルヘルス科

部長　栗林　理人

	6月24日
	周産期の母子保健と思春期の性　－最前線－
	岩手県立二戸病院
産婦人科長　秋元　義弘











子どもの心とからだ：包括的理解のために


～地域で未来を担う子どもたちを支えよう～





少子化が進み、「よりよい子育て」への社会の関心は高まっています。一方では、虐待、不登校や引きこもり、青少年犯罪など、子どもを取り巻く問題は複雑化・多様化し、社会の病理とその歪みが子どもたちの心身の発達に深刻な影響を与えている側面もあります。子どもの健やかな心身の発達のために、何が必要なのか。具体的な支援や養育を模索する上で、子どもにかかわるあらゆる職種の専門家や親が、子どもの心身の発達や様々な問題の現状について学び、共通認識をもつことがのぞまれるところです。このたび、子ども（乳幼児期～青年期）にかかわる専門家・臨床家の方々を多方面から講師にお迎えして、盛岡で初めての夜間講座開講となりました。この講座が子どもの心身の発達と子ども臨床の最前線を様々な切り口から多面的かつ包括的に学ぶ機会となることを願っています。


企画講師 ： 盛岡少年刑務所医務課長　八木　淳子


宮城県こども総合センター所長　本間　博彰








明治安田こころの健康財団 【盛岡夜間講座】
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　本講座では、今回の東日本大震災も踏まえての講義となる予定です

















